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第１回委員会
市民

ワークショップ
アンケート

市長から
の

諮問事項

①現庁舎の課題整理
②新庁舎に求められる基本機能
③新庁舎整備の事業手法及び候補地等の比較分析
④新庁舎をいかしたまちづくり構想

第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 市長へ
答申

全4回 +おでかけワークショップ

アンケート

今回の委員会

基本構想発表

基本構想は、委員会だけではなくワークショップやアンケート等市民のみなさん
の意見も取り入れて美濃加茂らしいものとしていきます。

12月 5日に行われた第６回委員会では、これま
で話し合われた内容をまとめた答申（案）、及び
答申書付属参考資料（案）について審議しました。
また、最終の委員会ということで、委員一人ひと
りの新庁舎整備に対する思いを伝え合いました。

未来はどんどん発展し変化していくので、
コンパクトでインテリジェントなものに
なっていくことを期待しています。

美濃加茂の未来のことを委員のみなさん

と考え議論できたことを嬉しく思います。

いろんな立場の人の意見を聞いてもらえ

たことを嬉しく思います。

祖父が現庁舎の建設に関わっていたこともあ

り、わたしも委員として新庁舎整備の基本構

想にたずさわれたことを嬉しく思います。

はじめは大きいものが必要だと思っていま

したが、必要な広さは社会の変化で大きく

変わるということがわかりました。

未来の庁舎が、市民みんなが幸せ
に感じられるようなものになるこ
とを期待しています。

委員として、未来の庁舎がどのように

あるべきかを考え、意見できたことを

嬉しく思います。

答申書の結論だけが一人歩きすることが

無いよう、10 ヶ月のプロセスがしっかり

込められた計画になると良いです。

未来の市役所に求められる機能とい
うのは、人が交流できる場なんだ、
ということがわかりました。

若者の意見をしっかり聞いてもらえたこと

を嬉しく思います。美濃加茂の歴史やまち

のことを知れた良い機会でした。

市民の意見をしっかり聞いてもらえ、

さすが住みよさランキング上位のまち

だと思いました。

新庁舎は 30 年後、50 年後といった先を

見越すようなもの、皆が安心して集える

ようなものになることを願っています。

技術の進歩で窓口へ手続きに行く必要がな
くなると、よりコミュニケーションを取れ
る場所が必要になると思います。

400 年前からの美濃加茂の歴史がコン

セプト（案）としてあげられたことを

嬉しく思います。

第１回～５回の委員会で話し合われた内容をまとめ、みんなで審議しました。

新庁舎基本構想ができるまで ( 予定 )


